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「今童貞女は永在の主を

生み、地は載せ難き者に洞

を獻ず、天の使は牧者と偕

に讃め歌ひ、博士は星に従

ひて旅す、蓋我等の為に永

久の神は嬰児として生れ

給へり。」 

（降誕祭小讃詞 第３調） 

私
た
ち
は
聖
体
礼
儀
の
た
び
に
「
ニ
ケ
ア
・
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
信
経
」
を
告
白
し
て
い
ま

す
。
こ
の
「信
経
」
は
、
３２５
年
に
開
か
れ
た
「ニ
ケ

ア
公
会
」
で
ま
と
め
ら
れ
た
信
仰
箇
条
を
基
に

し
て
、
３８１
年
の
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
公

会
」
で
加
筆
・
修
正
さ
れ
、
よ
り
普
遍
的
な
内

容
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

こ
の
信
経
の
中
で
、
ハ
リ
ス
ト
ス
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
又
信
ず
、
一
の
主
イ
イ
ス
ス
・ハ
リ
ス
ト
ス
神
の

独
生
の
子
、
萬
世
の
前
に
父
よ
り
生
れ
、
光
よ

り
の
光
、
眞
の
神
よ
り
の
眞
の
神
、
生
れ
し
者

に
て
造
ら
れ
し
に
非
ず
、
父
と
一
体
に
し
て
萬

物
彼
に
造
ら
れ
、
我
等
人
々
の
為
、
又
我
等
の

救
の
為
に
天
よ
り
降
り
、
聖
神
及
び
童
貞
女
マ

リ
ヤ
よ
り
身
を
取
り
人
と
な
り…
」 

す
な
わ
ち
、
ハ
リ
ス
ト
ス
は
被
造
物
で
は
な

く
、
神
か
ら
「生
ま
れ
」た
者
、
神
の
本
性
を
有 

す
る
神
の
子
で
あ
り
、
こ
の
世
を
創
造
な
さ
っ

た
神
ご
自
身
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
罪
に
陥
り

死
ぬ
者
と
な
っ
た
私
た
ち
人
類
を
救
う
た
め

に
、
聖
神
に
よ
っ
て
童
貞
女
マ
リ
ヤ
か
ら
お
生

ま
れ
に
な
り
、
真
の
神
で
あ
り
な
が
ら
真
の
人

と
な
っ
た
方
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち

正
教
徒
が
必
ず
受
け
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
信
経
」
な
の
で
す
。
そ
し
て
「
主
の
降
誕
祭
」

を
控
え
る
私
た
ち
は
、
こ
の
信
仰
を
決
し
て
軽

視
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ハ
リ
ス
ト
ス
は
自
己

犠
牲
の
愛
を
生
き
た
偉
人
で
も
な
け
れ
ば
、
痛

み
を
感
じ
な
い
超
越
者
で
も
な
く
、
こ
の
世
を

創
造
さ
れ
た
永
久
の
神
ご
自
身
で
あ
り
な
が

ら
、
人
と
し
て
私
た
ち
の
苦
し
み
を
死
ま
で
も

共
に
し
、
そ
の
身
に
受
け
て
下
さ
っ
た
お
方
で

す
。
そ
し
て
私
た
ち
ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
は
、
た

だ
漠
然
と
神
を
信
じ
る
者
で
は
な
く
、
二
千
年

前
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
ナ
ザ
レ
ト
の
イ
イ
ス

ス
と
い
う
真
の
人
を
、
真
の
神
で
あ
り
救
い
主

と
し
て
信
じ
る
者
で
す
。 

ニ
ケ
ア
公
会
か
ら
千
七
百
年
の
節
目
の
年

に
、
神
・
人
ハ
リ
ス
ト
ス
へ
の
信
仰
を
新
た
に

し
、
「主
の
降
誕
祭
」を
共
に
祝
い
ま
し
ょ
う
。 

ハ
リ
ス
ト
ス
生
ま
る
！
（
L
） 



                       

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
毎
年
秋
に
各
教
会
持
ち

回
り
で
信
徒
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
今

年
は
中
新
田
教
会
の
担
当
に
よ
り
１１
月
２３
日

㈰
か
ら
２４
日
㈪
に
掛
け
て
、
「中
新
田
交
流
セ
ン

タ
ー
」を
会
場
に
行
わ
れ
た
。 

２３
日
㈰ 

 

懇
親
会
は
日
・
月
の
日
程
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
日
曜
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
で
聖
体
礼
儀

に
参
祷
し
た
後
に
懇
親
会
に
集
ま
る
の
が
通
例

で
あ
る
が
、
今
年
は
一
関
の
マ
ル
コ
小
池
神
父
様 

2025(令和 7)年 12 月(第 582 号)        教 会 だ よ り               (2) 

信
徒
懇
親
会
の
開
催 

と
盛
岡
の
ピ
ー
メ
ン
松
島
神
父
様
も
中
新
田
の

聖
体
礼
儀
を
共
に
し
て
く
だ
さ
り
、
信
徒
も
盛

岡
管
轄
や
仙
台
、
涌
谷
な
ど
か
ら
集
ま
り
、
総

勢
４０
名
ほ
ど
の
参
祷
者
で
心
を
合
わ
せ
て
主
日

聖
体
礼
儀
を
献
じ
た
。
ま
た
、
聖
体
礼
儀
後
に
は

七
五
三
の
モ
レ
ー
ベ
ン
と
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
も
行
わ

れ
、
中
新
田
教
会
に
と
っ
て
は
ご
褒
美
の
よ
う
な

時
間
と
な
っ
た
。
そ
し
て
祈
祷
後
に
は
、
婦
人
会

が
前
も
っ
て
用
意
し
て
下
さ
っ
た
カ
レ
ー
や
お
菓

子
等
を
皆
で
頂
き
、
銘
々
に
時
間
を
過
ご
し
て

懇
親
会
の
始
ま
り
を
待
っ
た
。 
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マ
ジ
ッ
ク
に
続
い
て
は
、
恒
例
の
管
轄
区
ご
と

の
自
己
紹
介
。
中
新
田
に
至
っ
て
は
１８
名
が
壇

上
に
上
が
り
、
そ
の
温
か
な
雰
囲
気
と
セ
ル
ギ
イ

渡
邊
執
事
長
を
中
心
と
し
た
固
い
団
結
力
に
、

参
加
者
一
同
感
銘
を
受
け
た
。 

 

続
い
て
、
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
様
に
よ
る
「ア
ハ

ク
イ
ズ
」
（
画
像
変
化
ク
イ
ズ
）
。
こ
れ
が
意
外
と

難
し
く
、
一
同
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
ん
だ
。 

 

そ
し
て
最
後
に
ビ
ン
ゴ
を
予
定
し
て
い
た
も
の

の
、
こ
こ
で
時
間
切
れ
。
景
品
と
し
て
用
意
し
た

た
く
さ
ん
の
中
新
田
の
地
の
物
を
皆
さ
ん
に
配

り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。 

午
後
４
時
に
な
り
交
流
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
が
始
ま
る
と
、
一
時
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
ほ

ぼ
全
員
が
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ン
。
受
付
で
は
記
念
品

と
し
て
中
新
田
の
信
者
の
手
に
よ
る
イ
コ
ン
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
が
配
ら
れ
た
。 

 

そ
し
て
午
後
６
時
、
中
新
田
教
会
の
ア
キ
ラ
工

藤
昭
裕
兄
司
会
の
も
と
、
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

し
ば
し
食
事
と
会
話
を
楽
し
み
、
お
腹
が
落
ち

着
い
た
と
こ
ろ
で
ま
ず
は
仙
台
教
会
の
イ
オ
ア

ン
髙
橋
紀
武
兄
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
。
髙
橋

兄
は
た
く
さ
ん
の
道
具
を
携
え
て
懇
親
会
に
お

越
し
く
だ
さ
り
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。 

２４
日
㈪ 

二
日
目
は
ま
ず
朝
か
ら
中
新
田
教
会
に
移
動

し
、
聖
堂
見
学
と
モ
レ
ー
ベ
ン
。
５０
名
近
い
参
加

者
の
歌
声
が
聖
堂
い
っ
ぱ
い
に
響
き
、
圧
巻
の
祈

り
で
あ
っ
た
。
祈
祷
の
後
は
「ふ
る
さ
と
陶
芸
館
」

に
移
動
し
陶
芸
体
験
。
童
心
に
戻
り
粘
土
と
向

き
合
い
各
々
作
品
作
り
に
興
じ
た
。 

そ
し
て
陶
芸
の
後
は
昼
食
を
共
に
し
解
散
。

幸
せ
を
胸
に
一
同
帰
路
に
就
い
た
。 

中
新
田
教
会
の
セ
ル
ギ
イ
渡
邊
執
事
長
を
は

じ
め
信
徒
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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) 

○
聖
堂
内
献
金 

七
万
五
千
百
二
十
九
円 

○
感
謝
献
金 

一
万
円 

松
島
純
子
（大
阪
） 

五
千
円 

本
多
弘
子
、
宮
崎
正
美 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

三
千
円 

髙
橋
哲
郎 

二
千
円 

岡
潔 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

三
万
円 

大
場
う
め
子
、
平
塚
洋
（一
年
祭
） 

一
万
円 

大
場
真
、
平
塚
裕
、
平
塚
洋
、 

岡
崎
た
い
子 

五
千
円 

髙
橋
文
彦 

三
千
円 
笹
川
皓
、
伊
藤
光
子 

二
千
円 
小
原
淑
子
、
山
中
由
美 

千
円 

 

佐
藤
明
彦 

○
埋
葬
献
金 

二
十
万
円 

太
田
悦
子
（北
浦
し
き
ぶ
姉
） 

※
敬
称
略 

東
日
本
主
教
教
区 

司
祭
会
議 

2025(令和 7)年 12 月(第 582 号)        教 会 だ よ り               (4) 

１１
月
１９
日
㈬
、
函
館
教
会
に
北
海
道
と
東

北
の
全
司
祭
が
集
ま
り
、
東
日
本
主
教
教
区
の

司
祭
会
議
が
開
か
れ
た
。 

会
議
で
は
、
日
本
正
教
会
の
緊
急
の
課
題
で

あ
る
神
学
生
候
補
者
を
教
区
内
か
ら
生
む
た
め

の
方
法
や
、
次
年
度
に
函
館
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
北
海
道
と
東
北
の
合
同
キ
ャ
ン
プ
、
教

区
分
担
金
の
認
識
の
統
一
、
宣
教
献
金
等
に
つ

い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。 

永
眠 

十
月
二
三
日 

【中
新
田
教
会
】 

ア
フ
ァ
ナ
シ
ヤ 

北
浦
し
き
ぶ 

姉
（
８１
歳
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

永
遠
の
記
憶 

十
一
月
二
一
日 

【仙
台
教
会
】 

ア
キ
リ
ナ 

門
間
信
子 

姉
（
１００
歳
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

永
遠
の
記
憶 

消 
 

息 
 

ワ
シ
リ
イ
田
口
神
父
様
ご
永
眠 

 

石
巻
教
会
を
長
く
管
轄
さ
れ
た
長
司
祭
ワ
シ

リ
イ
田
口
三
千
男
神
父
様
が
呼
吸
器
不
全
の

た
め
１１
月
２７
日
未
明
に
利
府
の
掖
済
会
病
院 

で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

神
父
様
の
永
遠
の
安
息

を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

（
写
真
は
休
職
後
に
髭

を
伸
ば
し
て
お
ら
れ
た

時
の
も
の
で
す
） 



                       

白
河
正
教
会
だ
よ
り 

 

白
河
教
会
で
は
、
１１
月
１
日
㈯
か
ら
３
日
㈪

に
掛
け
て
聖
堂
の
一
般
公
開
と
司
祭
の
巡
回
が

あ
り
、
１
日
に
徹
夜
祷
、
２
日
に
聖
体
礼
儀
、
そ

し
て
３
日
に
は
司
祭
と
イ
オ
ア
ン
大
寺
執
事
長

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

 

一
般
公
開
の
期
間
中
は
多
く
の
方
が
聖
堂
を

訪
れ
、
中
に
は
聖
堂
見
学
の
後
に
改
め
て
聖
体

礼
儀
に
来
ら
れ
た
り
、
一
般
公
開
中
で
教
会
が

開
か
れ
て
い
る
か
ら
と
、
聖
堂
見
学
で
は
な
く
参 

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

１０
月
２４
日
㈮
か
ら
２５
日
㈯
に
掛
け
て
司

祭
の
巡
回
が
あ
り
、
晩
課
と
聖
体
礼
儀
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
２５
日
に
は
毎
年
恒
例
の
収
穫
祭

が
行
わ
れ
、
聖
体
礼
儀
に
続
け
て
モ
レ
ー
ベ
ン

を
献
じ
た
の
ち
、
境
内
に
た
く
さ
ん
の
コ
ン
ロ
を

並
べ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。 

(5)                         教 会 だ よ り     2025(令和 7)年 12 月(第 582) 

↑

収
穫
祭
前
日

の
お
に
ぎ
り
作
り

の
様
子
。 

←
収
穫
祭
に
捧
げ

る
稲
は
毎
年
継
ぎ

足
さ
れ
て
い
る
。 

祷
を
目
的
に
来
ら
れ
る
方
も
あ
っ
た
り
と
、
単

な
る
文
化
財
の
公
開
以
上
の
意
味
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
。 

 

３
日
の
講
演
で
は
、
司
祭
は
正
教
会
の
信
仰
や

聖
堂
の
構
造
の
意
味
に
つ
い
て
、
大
寺
執
事
長
は

白
河
に
於
け
る
正
教
会
の
歴
史
に
つ
い
て
話
し

た
。
ま
た
講
演
後
に
は
山
下
り
ん
の
手
に
よ
る

「
就
寝
聖
像
」
も
公
開
さ
れ
、
教
会
を
訪
れ
た

人
々
は
そ
の
荘
厳
な
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
い

た
。 



                       

１２月聖名日 

モレーベンのご案内 
１２月２１日㈰聖体礼儀後 

１２月の聖名日モレーベンに

該当する方々です。ぜひご参祷

ください。 ▲聖列祖 ▲奇跡者聖ニコライ 

2025(令和 7)年 12 月(第 582 号)        教 会 だ よ り               (6) 

聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

12/7 
エカテリナ（アレクサン

ドリヤの聖致命女） 
高橋めぐみ、山田恵津子、本間まどか 

12/7 
アウグスタ（アレクサン

ドリヤの聖致命女） 
後藤やすゑ 

12/13 アンドレイ（聖使徒） 遠藤 守、小野崇耶、高橋聡樹 

12/19 
ニコライ（ミラ・リキヤの

大主教奇蹟者） 

大窪 仁、佐藤信一、菅原克明、高橋文彦、 

道家憲雄、本多弘明、山田喜美雄、山村英作 

12/21 アンフーサ（聖致命女） 山崎治子、山寺しちよ 

12/26 ルキヤ（聖致命処女） 佐藤宏美 

12/30 アザリヤ（聖三童子） 清水 燈 

聖列祖

の主日 
イサアク（聖列祖） 本多由幸、山村一作 

 

ミ
ニ
バ
ザ
ー
委
員
会
報
告 

 

約
一
ヶ
月
に
亘
り
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ザ
ー

で
売
れ
残
っ
た
物
を
会
館
四
階
に
広
げ
て

お
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
品
物
を
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら

に
残
っ
た
物
を
、
聖
歌
隊
（
１１
月
１６
日
）と

バ
ザ
ー
委
員
（同
２５
日
）
で
処
分
致
し
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

新年会のご案内 
日時：2026年 1月 2５日㈰ 

（聖体礼儀後） 

場所：飛天 

会費：3,000円 

申込締切：1月 18日㈰ 

※参加なさる方は聖堂受付の

申込用紙にご記入なさるか、教

会までご連絡ください。 

新
成
人
モ
レ
ー
ベ
ン 

日
時
：１
月
１１
日(

日) 

聖
体
礼
儀
後 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
７
年
１１
月
４
日 

午
後
２
時
～
３

時
半 
場
所
：
３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

１０
／
１８ 

聖
歌
研
修
会 

講
師
：
ダ
ヴ
ィ
ド
水

口
長
司
祭
、
テ
ー
マ
：
バ
ラ
ン
ス
、
参
加
者
：
約
３

０
名
、
茶
菓
子
や
設
営
等
は
聖
歌
隊
が
奉
仕
。 

・
１０
／
２１ 

ミ
ニ
バ
ザ
ー
委
員
会
実
施
。
過
去
の

バ
ザ
ー
の
残
品
を
全
て
取
り
出
し
て
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
残
品
の
み
で
の
ミ
ニ
バ
ザ
ー
開
催
は
困

難
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
会
館
４
階
に
物
品
を

広
げ
て
置
き
、
信
者
や
会
館
利
用
者
に
は
自
由

に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
。 

・
１０
／
２３ 

ア
フ
ァ
ナ
シ
ヤ
北
浦
し
き
ぶ
姉
永

眠
（
通
夜
２
６
日
、
埋
葬
式
２
７
日
、
共
に
聖

堂
） 

二
、
協
議
事
項 

⑴
聖
堂
外
壁
ク
ラ
ッ
ク
修
繕
の
件 

ル
カ
平
塚
兄
が
い
く
つ
か
の
業
者
に
当
た
っ

た
と
こ
ろ
、
時
期
的
に
す
ぐ
に
見
積
も
り
を
出

す
の
は
困
難
と
の
回
答
を
得
た
。
そ
こ
で
、
一
度 

自
分
達
の
目
で
ク
ラ
ッ
ク
箇
所
を
詳
し
く
確
認

し
、
下
調
べ
を
し
直
す
こ
と
と
す
る
。 

⑵
七
五
三
の
件 

子
供
の
参
祷
が
有
れ
ば
、
受
付
で
聖
名
・
氏

名
を
記
入
し
て
も
ら
う
。
一
応
中
学
生
ま
で
を

対
象
と
し
た
子
供
向
け
の
お
菓
子
を
用
意
す
る

が
、
対
象
年
齢
に
関
し
て
は
柔
軟
に
対
応
す

る
。 

⑶
ミ
ニ
バ
ザ
ー
準
備
委
員
会
の
件 

残
品
を
処
分
す
る
作
業
を
１１
月
２５
日
㈫

１３
時
に
行
う
。 

⑷
降
誕
祭
祝
賀
会
の
件 

１２
月
２１
日
㈰
聖
体
礼
儀
後
に
開
催
。
４
０

名
前
後
を
想
定
し
、
昨
年
同
様
に
行
う
（ビ
ン
ゴ

も
）
。
２４
日
㈬
徹
夜
祷
後
の
振
る
舞
い
に
関
し

て
は
、
聖
歌
隊
に
確
認
す
る
。 

⑸
新
年
会
に
つ
い
て 

１
／
２５
㈰
に
開
催
（
１
／
１８
申
込
〆
切
）
。

申
込
書
を
聖
堂
受
付
に
置
い
て
お
く
。
参
加
費

の
負
担
額
等
詳
細
は
昨
年
同
様
と
す
る
。 

⑹
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
撤
去
作
業 

撤
去
は
１
／
１１
㈰
を
予
定
。
屋
外
ツ
リ
ー
の

飾
り
方
に
関
し
て
、
笹
川
執
事
長
よ
り
、
木
の

上 
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に
星
を
飾
り
、
電
飾
は
木
に
巻
か
ず
に
垂
ら
す

よ
う
な
方
法
を
予
定
し
て
い
る
と
の
報
告
。 

三
、
そ
の
他 

・シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
の
電
球
交
換
が
必
要
。 

・
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
の
際
の
糖
飯
担
当
、
お
花
担
当

に
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
に
そ
の
旨
を
書
き
添
え
る
。 

・生
神
女
進
堂
祭
の
花
を
用
意
す
る
。 

・
ミ
ラ
・
リ
キ
ヤ
の
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭
の
楽
譜
は
あ

る
。 

・年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
配
布
し
た
。 

・
新
年
感
謝
祈
祷
の
時
間
や
祈
祷
内
容
は
、
本

年
（20

2
5

年
）１
／
１
の
奉
事
に
倣
う
。 

・成
人
の
モ
レ
ー
ベ
ン
該
当
者
を
調
べ
る
。 

・
２
月
に
神
父
が
日
曜
を
挟
む
入
院
を
す
る
可

能
性
有
り
。 

降誕祭前の 

教会清掃 

日時：１２月７日㈰ 

代式祈祷後 

（１１時過ぎ） 

ご奉仕をよろしくお

願い致します！ 



○
白
河
教
会 

5
日
㈮ 

教
会
清
掃
（
9
時
半
） 

堂
祭 

6
日
㈯ 

生
神
女
進
堂
祭
徹
夜
祷 

（
18
時
） 

7
日
㈰ 

生
神
女
進
堂
祭
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

※
聖
書
の
読
み
は
上
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

○
中
新
田
教
会 

１４
日
㈰ 

第
２７
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

書
札 

エ
フ
ェ
ス
２３３
端
６
：
１０-

１７ 

福
音 

ル
カ
９１
端
１８
：
１８-

２７ 

２６
日
㈮ 

聖
歌
練
習
、
祈
祷
の
予
習
（
１６
時
） 

主
の
降
誕
祭
前
晩
祷 

（
17
時
） 

２７
日
㈯ 

主
の
降
誕
祭
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

※
聖
書
の
読
み
は
上
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

                       

１２
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

○
仙
台
教
会 

2
日
㈫ 
定
例
執
事
会
（
14
時
） 

3
日
㈬ 

生
神
女
進
堂
祭
徹
夜
祷 

（
17
時
） 

4
日
㈭ 

生
神
女
進
堂
祭
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
３２０
端
９
：１-

７ 

福
音 

ル
カ
５４
端
１０
：
38-

42
、 

１１
：
２７‐

２８ 

6
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 
第
１
調 

7
日
㈰ 

第
２６
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

書
札 

エ
フ
ェ
ス
２２９
端
５:

８-

１９ 

福
音 

ル
カ
７１
端
１３
：
１０-

１７ 

 
 

 

◆
降
誕
祭
前
の
教
会
清
掃 

１３
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
２
調
（
17
時
） 

１４
日
㈰ 

聖
列
祖
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

コ
ロ
サ
イ
２５７
端
３:

４-

１１ 

福
音 

ル
カ
７６
端
１４
：
１６-

２４ 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

１８
日
㈭ 

聖
ニ
コ
ラ
イ
祭
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

１９
日
㈮ 

聖
ニ
コ
ラ
イ
祭
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
３３５
端
１３
：
１７-

２１ 

福
音 

ル
カ
２４
端
６
：
１７-

２３ 

２０
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
３
調
（
17
時
） 

２１
日
㈰ 

聖
世
祖
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
３２８
端
１１
：９-

１０
、 

１７‐

２３
、
３２‐

４０ 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
１
端
１
：１-

２５ 

 
 

 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 
 
 
 

★
降
誕
祭
祝
賀
会 

２４
日
㈬ 

降
誕
祭
前
日
晩
課
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

 

※
聖
大
ワ
シ
リ
イ
聖
体
礼
儀 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
３０３
端
１
：１‐

１２ 

福
音 

ル
カ
５
端
２
：１-

２０ 

      

２７
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
４
調
（
17
時
） 

２８
日
㈰ 

降
誕
祭
後
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
２００
端
１
：
１１-

１９ 

 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
４
端
２:

１３-

２３ 

１２月の予定（仙台） 

【代式祈祷】7㈰ 

【降誕祭前清掃】7㈰ 

【月例パニヒダ】14㈰ 

【聖名祭感謝祈祷】21㈰ 

【降誕祭祝賀会】21㈰ 

【聖歌隊】 

（発声）7㈰13時半 

（練習）14㈰ 

【伝道会】17㈬19時 
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〇
新
年
感
謝
祈
祷 

１
月
１
日
㈭ 

午
前
０
時
、
午
前
１１
時 

２４
日
㈬ 

主
の
降
誕
祭
徹
夜
祷
（
１８
時
） 

２５
日
㈭ 

主
の
降
誕
祭
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
２０９
端
４
：４-

７ 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
３
端
２
：１-

１２ 


